
 

【2016 年 あけましておめでとうございます】 

先月年末のご挨拶をしたかと思ったら、もう年が

変わり 2016 年になりました。去年はいろいろとあ

りました。本当にいろいろありすぎてちょっと落ち

込むこともありました。 

 とりわけ去年は年末に足を怪我してしまい、自分

もいつまでも若くないということを自覚しました。

何事も無く平和な日々を過ごして行ければ本当に幸

せなのですがそれがいかに難しく、細いロープの上

で綱渡りをしているのかということを思い知る一年

だったと思います。 

今年もまた、いろいろある一年を過ごしていくの

だと思います。しかし良くも悪くもいろいろなこと

を経験させていただき、会社としての経験値になっ

て行けばどんな事案でも糧になるというものです。

 いつまでたっても未熟で、たくさんの方にご迷惑

をお掛けしてしまうかとは思いますが、「きっと春は

来る」と信じ、いろんな事に挑戦していきたいと思

いますので本年もどうぞよろしくお願い致します。
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 遅くなりましたがあけましておめでとうございま

す。私の個人的な感覚で恐縮なのですが、一年を通し

て最も美しい日の入りは、元日から三ヶ日にかけての

瀬戸内海、とりわけ宮島に降りていく夕陽は格別です。

広島港からも安芸の小富士と呼ばれる似島を手前に、

奥に広がる宮島へと沈みゆく夕陽がとても美しく見る

ことが出来ます。元旦の日の出も良いものですが、一

年最初の日の入りもまた特別な風景ですのでぜひ一度

ご覧になってみてください。 



 

【インフルエンザが猛威を振るっています】 

毎年この季節になるとインフルエンザが流行

しますね。やれ A 型だ B 型だとニュースなどで

も取り上げられていますが、我々も効き目がある

んだかないんだか判らないような予防接種を受

けたり、マスクを付けて外に出るようにしたりし

て対応をしています。しかし、どんなに加湿器を

かけまくろうが、空気清浄機を 24 時間回してい

ようが、 強の予防方法「手洗い・うがい」には

敵わないようです。こまめにうがいをすることを

心がけ、外出から帰ったら手洗いを行い、なるべ

くマスクをして過ごしていることで、今の所、元

気で過ごせています。これから引っ越しや移転の

シーズンへと突入します。大切な時に体調を崩さ

ないように気をつけていただき、そして引っ越し

や事務所の模様替えなどのご予約も忘れないよ

うにお早めにご連絡下さい。メッセンジャースタ

ッフ一同風邪にも負けず頑張らせて頂きます！ 

 

 

 広島市内から呉市を抜け、とびしま海道で行けると

ころまで走ると到着する最東端岡村島。その岡村島に

観音崎という岬があります。海に面した岩場には「か

っぱ岩」「うさぎ岩」と呼ばれる大きな岩があり観光の

名所となっています。左の写真の中央部分に「うさぎ

岩」左側の大きな立ち上がったような岩が「かっぱ岩」

です。そう言われると、うさぎとかっぱに見える・・

ような・・見えないような！？何はともあれ、すこし

ほっとする可愛らしい、瀬戸内の一景でした 



 

【新年度がはじまります】 

卒業式も終わり、4 月から新しい学校、会社、

新生活を迎える皆様おめでとうございます。たく

さんの出会いや別れを経験して、また新しい職責

や別天地に旅立っていく皆様を心より応援申し

上げます。我々の仕事は物を運ぶという物理的な

やり取りと同時に、お客様の笑顔や安心を運ぶと

いう目に見えないものも運ぶ仕事だと思ってい

ます。この時期は学生さんや新社会人の引越しだ

けではなく様々な事情で引越しをせざるを得な

くなった方々のご依頼を受けることが多くあり

ます。「緊急引越」と称してお困りのお客様のご

移転や引越しをお手伝いする仕事を受けており

ますが、みなさま様々な事情はあれ、明るい笑顔

で新たな挑戦に向かって歩まれていきました。 

荷物だけでもなく、笑顔だけでもなく、時には

お客様の人生までもお運びするこの仕事。まだま

だ皆様のお役に立てると思っています。困ったと

きは是非メッセンジャーにご相談下さい。 

 

 

 港町として栄えた呉市の海の玄関口呉港。呉港中央

桟橋ターミナルはリニューアルされた外観はおしゃれ

なレンガ造り風の建物で、歴史のある呉の町にピッタ

リの外観です。屋上部分にあるドーム型の部屋。実は

ここ、誰でも無料で入れる展望スペースとなっている

のです。呉の街並みから灰ヶ峰、造船所群、そして船

の入出港まで 360 度の大パノラマで楽しめます。ター

ミナル内のエレベーターで最上階に直通。人も少なく

隠れた名所ですので呉に行かれた時には是非行ってみ

てください。 



 

【ドライブレコーダー】 

ドライブレコーダーを装備している方も随分

増えてきました。万が一の際、どのような事故だ

ったのか、どのような状況で発生した事故だった

のかを後から確認できるすぐれものです。一昔前

のドライブレコーダーは高いばかりで画質も悪

く、画角も狭くなかなか使い物になるものではあ

りませんでした。しかし最近は性能の良いカメラ

を取り付け工賃を考えても安く導入できる時代

になりましたのでメッセンジャーでも順次導入

していく事にしたのです。ドラレコといえば事故

後の「責任」を回避し軽減する為に付ける物とい

ったイメージがどうしても付きまとうのですが、

あくまで安全運転に寄与するため、問題を起こさ

ないような運転を推進するために導入したつも

りです。ドラレコが運転してくれるわけでも、事

故を回避してくれるわけでもありません。ドライ

バーひとりひとりが安全運転を再認識して明日

も皆様の大切なお荷物を運ばせて頂きます。 

 

 

 日本人なら誰でも知っている昔話「桃太郎」。その物

語の中で出てくる鬼ヶ島は瀬戸内海の島だと言い伝え

られています。その中でも有力な説が残る島が、香川

県高松市の沖合にある女木島（めぎじま）です。様々

な映画の舞台にも使われ、あの釣りバカ日誌の第一話

で使われた家も未だ残っています。1930 年代に島内で

人工的に作られた洞窟、通称「鬼ヶ島大洞窟」が発見

され、現在では島を訪れる人の観光地となっています。

海水浴、瀬戸内芸術祭、鬼の伝説と非常に賑わいのあ

る楽しい島です。 



 

【梅雨入りしますね】 

ゴールデンウィークも終わり、何かとバタバタ

する日々も終わったかと思うと、次は梅雨入りが

待っています。雨の日の運転は、暗さや窓を叩き

つける雨のしぶきも相まってとても危険です。ま

してや夜になると、ヘッドライトや街の明かりが

路面に反射してなお一層見えにくくなり危険が

倍増します。さらには、濡れた路面は通常の乾い

た路面に比べてブレーキの制動距離が約二倍以

上にもなり、一瞬の油断が命取りとなってしまい

ます。急な配達のお仕事が発生する我が社ですの

で、雨の日に運転しなくてはならない事例もたく

さんあります。交通は混み合いますし遅れが発生

することもあります。皆様も梅雨の時期のお急ぎ

のお仕事はお早めにご連絡下さいますよう、よろ

しくお願いいたします。安全運転に気をつけなが

ら、皆様のご期待にお答えできるよう、お仕事を

受けさせていただきます。 

 

 

 呉市川尻から安芸灘大橋を渡ると島々が続く「とび

しま海道」。南側には大きく瀬戸内海が広がり、ドライ

ブ、ツーリングコースとして人気を集めています。そ

のとびしま海道の一つ目の島、下蒲刈島の南東方面の

海岸線より東側を望むと上蒲刈島の最東端仏ヶ崎が見

えます。岬から続くように小島と岩礁が海中に没する、

とても美しい眺めが楽しめます。高台には島々の物産

を販売する「輝きの館」があり、穏やかな海とともに

訪れる方々をいつも待っています。数ある商品の中で

も特に塩アイスがおすすめです！、 



 

【米オバマ大統領 来広】 

先月の事になりますが、広島にオバマ大統領が

訪問されました。広島で生まれ育ち、広島でお仕

事をしている以上、このことに触れないわけには

いかないのでひと月たった今、もう一度振り返っ

てみたいと思います。 

子供の時から原爆の事は、繰り返し繰り返し聞

かされて育ちました。昔メッセンジャーにいた社

員に被爆者の方もいました。思い出したくないこ

と、許せないこと、みな口や顔には出さないけれ

ど封印した「何か」を持って生きていました。 

「戦争だから」の言葉の中に隠された狂気や恐

怖から目を背けず、世界一の大国であるアメリカ

の大統領が広島に来ました。市民と抱き合う姿が

世界中に流れました。許し合うことは絶対できな

いけれど、慰め合うことは出来るのではないかと

思いました。二度と悲劇を繰り返さぬよう、戦後

数十年経てたどり着いた光景に胸がつまりまし

た。これを感謝と言うのかもしれません。 

戦争のない世の中が来ますように・・・。 

 

 

 以前、紹介した、高松の北に位置する女木島のさら

に北側に男木島があります。男木島、女木島を合わせ

て雌雄島（しゆうじま）といいます。人口約 180 人、

猫島とも呼ばれる時間がゆっくりと流れる島です。そ

の男木島の男木港に瀬戸内芸術祭の際、シンボルとも

言える男木島交流館が建てられました。アーティス

ト：ジャウメ・プレンサがデザインしたその建物は 8

つの言語の文字で構成された屋根が設けられ、見る時

間、見る方向、見る天気で様々な表情を浮かべる見事

な建築物となっています。 



 
 
 
 
 

 
 

【暑い夏がやって来ました】 

 暑い夏がやって来ました。最近では日本でも 40

度を超える場所もあり、思いもよらない大雨や災害

が急に発生し、不安定な世の中だと感じることが多

くなりました。これも温暖化が一因なのでしょう

か？温暖化が進んでしまう要因に Co2 の排出が長

く叫ばれて、様々な対策が取られてきましたが、効

果が出るのはもっと先のことなんでしょう。車の進

歩も早いもので、ハイブリッドカーや電気自動車、

超エコ仕様の車や、水素自動車。様々な次世代車が

販売されエコに対する意識もどんどん高まっている

と感じています。私達メッセンジャーは軽トラック

での運送「軽運送」を営んでいます。元来大きな Co2

排出量である大型トラックとは違い、小排気量であ

るがゆえの低 Co2 排出量で環境には優しいと自負

しています。細かいことを言えば、車体が軽いので

道路に与える負担も小さいです。日本では軽自動車

がどんどん売れています。認められた高性能の「軽」。

世界にもっと広がるといいと思っています 

 

 

 広島といえば平和公園と宮島。世界遺産にも登録さ

れ外国人も多く訪れる有名な観光地ですが、厳島神社、

千畳閣、五重塔、大願寺などの代表的な史跡ばかりが

見所という訳ではありません。ちょっとした路地、裏

道にも歴史あふれる息遣いが残り、まるでタイムスリ

ップしたかのような雰囲気を味わえます。商店街の中

ほどにある宮島郵便局には「黒い」ポストが設置され

ています。郵便制度が始まった当初に使われていたポ

ストは赤ではなく黒い色でした。古き良き時代に思い

を馳せることができるユニークなアイテムです。 



 
 
 
 
 

 
 

【不思議な御縁】 

 今年の五月から、ハワイアンカヌーのクラブ「広

島アウトリガーカヌークラブ」に参加しています。

最初は子どもたちにいろんな経験をさせたいと思う

気持ちから参加したのですが、今では私の方がはま

ってしまい、週末に時間があると進んで参加してい

ます。大きな海原に、人の力だけで進むカヌー。島

を目指し子どもたちと力を合わせて波を切って進み

ます。ひょんなことからこのカヌークラブの代表の

方が、私達と同じ運送業界の方だと知りました。メ

ッセンジャーのこともご存知で、大変光栄でした。

今では、お互いに仕事を紹介しあったりできる様に

なり、ひょんなつながりから仕事が広がっていくも

んだなぁと感慨深く感じました。狭い広島ですから

同じ業界の人といろんな経路での出会いがあります

が、一つ一つのご縁を大切にして、自分たちのいる

業界が Win-Win の関係で活性化していければいい

なと思っています。 

 

 

くぼんだ呉湾の南側に潜水艦基地が見えるように作ら

れたレンガ敷の公園があります。「アレイからすこじ

ま」といいます。アレイ＝小道、からすこじま＝烏小

島（昔呉湾にあった小さな島）を合わせた名称で、日

本で唯一潜水艦基地が見える公園として有名です。連

日多くの人が訪れるのですが、その公園の端の方に年

代物のクレーンがあるのが目を引きます。これは戦時

中に利用された魚雷積み下ろし用のイギリス製クレー

ンで当時のまま保存され、モニュメントとして波穏や

かな呉湾を今でも見守っています。 



 
 
 
 
 

 
 

【ネットワーク】 

 運送業界の仕事というのは、リレーのように荷物

を渡しあってご依頼先にお届けするのが基本です。

時にはとんでもない場所から荷物をピックアップし

てご依頼先に届けたりすることもあります。島と島

を結ぶ橋のように、車と列車、飛行機と車、車と人・・

のように次々と荷物を橋渡しして配送していくので

す。この仕事は決して一人で行うことが出来ません。

私達の活動する広島から遠く離れた到着地、出発地

の場合、最初の引き取りや、最後の荷物のお届けは

自分たちとは違う業者さんが運んでくれるのです。

もちろん我々も他社さんからのご依頼の最終ランナ

ーを務めることもあります。引き取りを行うことも

あります。これが、運送業のネットワークなのです。

お客様からの信頼もさることながら、力をあわせて

いる同業者の皆様とのネットワークに対しても、責

任のある仕事を行うことがメッセンジャーの務めだ

と考えています。 

 

 

平清盛が切り開いたという狭い音戸の瀬戸。その東

側に位置する高台が「高烏台（たかがらすだい）」と

いいます。桓武天皇の東征の際、先導していたと言

われる八咫烏（やたがらす）が羽を休めたという伝

説が残ります。高烏台から音戸の瀬戸を望みますと、

毎日 1000 隻以上の船舶が通行する海の要所であり、

大変狭い瀬戸であることが一目瞭然です。海が好き

な人にとっては、たくさんの船が行き交う姿と美し

い瀬戸の眺望が楽しめる安らぎの空間です。 



 
 
 
 
 

 
 

【広島カープ】 

 小学校 4年生の時、広島カープは初優勝しました。

とみ君の家で宿題をしながら優勝の瞬間をテレビで

見ました。優勝後、街中で振る舞われた樽酒を今は

亡き祖父がフラフラになりながら自転車で飲み歩い

ていたのを覚えています。広島の街の熱狂はそれは

それはものすごく、いかにカープという球団が愛さ

れていたのかということを子供ながらに感じたもの

です。最後のリーグ優勝は 25 年前。V6 の時でし

た。もう私はメッセンジャーで仕事をしていました

が、優勝慣れしたこともありそこまで盛り上がった

記憶はありません。しかし今年は 25 年という歳月

をかけ、とうとうリーグ優勝。32 年ぶりの日本一

目指して頑張ってくれています。メッセンジャーは

今年で 35 年目。広島という土地でたくさんのお客

様に育てて頂いた会社です。カープを見習って、こ

れからも愛される存在でありたいと思っています。

 

 

広島東洋カープが25年ぶりにセリーグペナントレー

スで優勝しましたね。その喜びも冷めぬままに臨ん

だＣＳでも見事優勝。現在日本シリーズを戦ってい

ます。広島カープは成り立ちから他の球団と違いま

した。市民のカンパや地元の協力が不可欠な状況で

産声をあげたこともあり、ファンの愛情を 12 球団一

受けてきた球団だと断言できます。広島市民の熱い

応援を受け、赤ヘル達の奮戦は今大詰めを迎えてい

ます。がんばれカープ！応援しています。 



 
 
 
 
 

 
 

【オータムレガッタ出場】 

 仕事柄、社長という立場上、丸一日お休みという

日はあまりありません。そんな中で私が夢中になっ

ているのが「アウトリガーカヌー」という 6 人乗り

で片側に浮きがつけられたカヌーです。毎週末、仕

事の時間をぬって、海へでているのですが、この度

「オータムレガッタ！」いう、ボート競技の大会に

特別に出場させてもらいました。通常は「レガッタ」

という両側のオールを掻いて進むカヌーの競技大会

なのですが、タイムを測ってもらえるということで

お声がかかりました。私は当日も仕事でしたが、ス

タート前ギリギリにカヌーに乗り込み、太田川上流

へ片道５キロ、往復約１０キロの競技に出場しまし

た。ゴールまで何も考えられないほど全力で漕ぎ、

ゴールしたら又すぐに仕事に戻りました。タイムは

目標としていた１時間を切り、表彰状までいただき

ました。休みの合間の少しの時間でリフレッシュで

き、更にそれを理解してくれる仲間たちもいて、今

の私にとっての最高のストレス発散となっていま

す。良いリフレッシュをして良い仕事をする！その

信念のもとに続けてみたいと思っています。 

 

 

呉港の北側には「大和波止場」という岸壁がありま

す。呉港と言えば「大和ミュージアム」や、陸に上

がった潜水艦が目印の「てつのくじら館」が有名で

すがちょうどその海側になります。なぜ大和波止場

と言うのかは、一段高くなった東屋に登るとわかり

ます。そう、この東屋は大和のブリッジがあった場

所を模され、前方には戦艦大和の実物大のデッキが

広がるのです。世界最大の主砲もモザイクで描かれ

ています。世界最大の戦艦大和。その本当の大きさ

が感じられる場所となっています。 



 
 
 
 
 

 
 

【2016 年も終わりますね】 

 2016 年も残す所あと僅かとなりました。今年

は、世の中も、個人的にもいろいろなことがありま

した。なんといっても、一番の大きな出来事はオバ

マ大統領の広島訪問でしょう。戦勝国と敗戦国とい

う単純なものではなく、核という全てを滅ぼしてし

まう兵器を所有し使用することの意味や、戦争その

ものを深く考えさせられる深い深い意味のある出来

事でした。また、ネットで簡単に情報を得られる代

わりに、逆に簡単に情報が漏洩蔓延してしまう恐ろ

しさもありました。「ゲス」といった言葉に振り回さ

れ、間違った倫理観や正義を振りかざして攻撃を行

う大衆心理も目の当たりにしました。人は人に対し

てもっと優しくあるべきではないかと思いました。

個人的な出来事では、やはりアウトリガーカヌーと

の出会いです。毎週仲間達と海に出て、自然を感じ

ながらリフレッシュでき幸せです。本当に今年はい

ろんな出来事や出会いがありました。来年もメッセ

ンジャーは皆様のお役に立てるよう一所懸命走り続

けますのでどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

しまなみ海道の橋がかかる島々のうちの一つ、生口島は瀬戸

田耕三寺、平山郁夫美術館、未来心の丘など観光名所が有名

ですが、島の至る所に設置されたモニュメントや彫刻などの

作品がドライバーや、サイクリストを楽しませる芸術の島と

しても知られています。島の東側にはサンセットビーチとい

う広くてきれいな海水浴場があるのですがそのサンセットビ

ーチから瀬戸田港に向かって北上する県道 81 号線に私の好

きな景色があります。海岸線に沿ったこの道路には背の高い

ヤシの木が林立して植樹され、どこか海外のような風景が広

がります。のんびりとした瀬戸内海の島に突然現れるこの景

色には誰もがはっとさせられるのではないでしょうか。 


